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う蝕学分野 
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る試み. アンチエイジング医学-日本抗加齢医学会

雑誌 2024; 20: 12-16. 
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【研究費獲得】 

1) 大倉直人： アスコルビン酸輸送担体を介した象牙

芽細胞分化を促進させる歯髄再生メカニズムの解

明 . 日本学術振興会科学研究費補助金  基盤研究

（C）, 19K10147, 2022-2025. 
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胞の象牙芽細胞分化と石灰化. 日本歯科保存学会

2023 年度秋季学術大会(第 159 回)，浜松, 2023 年 11
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冠修復物の審美的不満に対し保存的なブラックト

ライアングル閉鎖により改善を認めた 1 症例.第 59

回日本歯科保存学会 2023年秋季学術大会,浜松,2023

年 11月 11日,特定非営利活動法人日本歯科保存学会
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5) 大倉直人 , 吉羽永子 , 高原信太郎 , Rosa Edith 

Baldeon Gutierrez, Susan Gomez Kasimoto, 井田貴子, 

枝並直樹, 竹中彰治, 吉羽邦彦, 野杁由一郎： 歯根

形 成 時 に お け る Tissue nonspecific alkaline 

phosphatase の機能解析. 日本歯科保存学会 2023 年

度秋季学術大会(第 159 回)，浜松, 2023 年 11 月 11, 

12 日, 日本歯科保存学会学術大会プログラムおよ

び講演抄録集: 92 頁，2023． 

6) 齋藤瑠郁，土門久哲，日吉 巧，寺尾 豊：免疫調
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16～18 日，同学術大会プログラム集：P1-2-21，2023． 

7) 髙𣘺竜平, 外園真規, 井田貴子, 永田量子, Niraya 

Kornsombut, 齋藤 瑠郁, 竹中彰治, 野杁由一郎： in 

situ デンタルバイオフィルムモデルを用いた宿主-

バイオフィルム間相互作用の解明. 第 37 回日本バ

イオフィルム学会学術集会，千葉, 2023 年 8 月 26 

日, 第 37 回日本バイオフィルム学会学術集会講演

抄録集 28 頁，2023 
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較解析,日本歯科保存学会 2023 年度春季大会（第

158 回）, 松江, 2023 年 6 月 22 日～6 月 23 日, 2023
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1) 高橋竜平： in situ デンタルバイオフィルムモデル
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第 4 回日本バイオフィルム学会トラベルアワード, 

第 37 回日本バイオフィルム学会学術集会, 2023 年

8 月 26 日． 

 

 


